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 実行予算・見積同時作成

メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算をクリックします。

一覧が表示されます。新規作成ボタンをクリックします。

❶

❷

（テンプレートから作成）「新規の実行予算作成方法」
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新規作成画面が表示されます。赤枠部分は最低でも入力してください。❸

作成する実行予算の「テンプレート」を選択します。❹

あとで工事名と顧客名を確定し紐付けしま
す。この時点で登録もできます。
詳しくは P34 〜へ。

テンプレートを使用せずに作成する事もできます。
P7 〜 ( 手入力 )　P14 〜（エクセルから）

マンション例
木造アパート系
リフォーム５
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テンプレートを選択して「確定」ボタンをクリックします。❺

実行予算が一覧の一番上に作成されました。右の「見積詳細」アイコンをクリックします。❻
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テンプレートの内容がそのまま出来ていますので、編集などを行います。画面を
閉じる場合は必ず保存ボタンをクリックしてください。保存マークがクルクル回
り終わってから画面を離れてください。

❼

アイコン等の説明

　戻る　 更新　　　　 保存　ｴｸｾﾙ取込 利益表 

メール通知 CSV ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞCAD ﾃﾞｰﾀ取込数量が０の項目を削除

ステータス

取引先にこの見積を見せない　　取引先が設定されている箇所を公開　　　　取引先への公開を終了

全ての０項目が消えます。

取引先入力は P22 へ。見積単価（顧客請求額）などの詳細入力は P28 へ。
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アイコン等の説明

画面表示のON/OFF

① 数量（材料）
② 単位（材料）
③ 原価単価
④ 原価金額
⑤ 工期

 ①　  ②     ③     ④     ⑤     ⑥     ⑦     ⑧     ⑨     

マウスをあてると
どの機能なのかが
表示されます。

1010 1111

⑥ 取引会社
⑦ 見積単価
⑧ 見積金額
⑨ 粗利
　 備考1010

1111 追加原価金額
追加請求金額
差額備考

13131212

1313

1212

① 数量（材料）② 単位（材料）は、参考数量です。
　どの単価とも計算するわけではありません。
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（手入力から作成）「新規の実行予算作成方法」

メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算をクリックします。❶

一覧が表示されます。新規作成ボタンをクリックします。❷
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新規作成画面が表示されます。赤枠部分は最低でも入力してください。❸

「確定」ボタンをクリックします。❹

あとで工事名と顧客名を確定し紐付けしま
す。この時点で登録もできます。
詳しくは P34 〜へ。
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実行予算が一覧の一番上に作成されました。右の「見積詳細」アイコンをクリック
します。❺

何も入力されていない画面が開きます。項目追加ボタンをクリックして第１階層を作
成します。❻
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❼

❽ 項目名を設定します。▼マークをクリックして「工種マスター」に登録されている項
目名を選択することができます。手入力で項目名を入力することもできます。

第１階層の項目情報を入力する行が新規作成されます。第１階層の項目を増やす場
合は、項目追加ボタンを再度クリックすることで追加で行が作成されます。

第１階層を増やす場合はプラスボタンをクリックして増やします。

※工種マスターは、メニュー＞設定＞工種マスターで登録出来ます。
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❾

●

項目欄を右クリックすると、操作メニューが表示されます。この操作メニュー
では、項目の削除や子項目の追加ができます。（右クリックの操作画面の説明は
P13 へ。）

右クリックで表示される操作メニューから「子項目追加」をクリックすると、右
クリックした項目に子項目が新規作成されます。1010
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作成された子項目が、第１階層項目より１段ずれて表示されます。●1111

この段差が階層を表しています。

項目展開ボタン

１段ずれて表示されます。

展開している状態 閉じている状態
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選択している項目の下に項目を追加する。

項目上での右クリックの機能の説明

他の項目の下に移動します。

選択している行を削除します。

項目別テンプレートを呼び出します。
または、今の項目をテンプレート保存し
ます。

仮設工事
基礎工事
プレカット工事
大工手間
下地材料費
断熱材材料費
住設工事
電気工事

呼び出したい項目別テンプ
レートを選択します。

今の項目をテンプレートと
して保存する場合は、項目
保存をクリックします。

OK をクリックして保存します。

画面の上に出てくる
テンプレート名に入
力します。

項目別テンプレートの説明
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メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算をクリックしま
す。

一覧が表示されます。新規作成ボタンをクリックします。

❶

❷

（Excel から取り込んで作成）「新規の実行予算作成方法」
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新規作成画面が表示されます。赤枠部分は最低でも入力してください。❸

（確定）ボタンをクリックします。❹

あとで工事名と顧客名を確定し紐付けしま
す。この時点で登録もできます。
詳しくは P34 〜へ。
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実行予算が作成されました。右の（見積詳細）アイコンをクリックします。❺

何も入力されていない画面が開きます。Ex アイコンをクリックします。❻
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❼ 取込みたい Excel を　　　内に、ドラックドロップします。CSV ファイルも
取込みできます。

取込んだ Excel の内容が表示されます。下部の箇所に取込みたい項目を設定します。❽
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各箇所に取込みたいセルのアルファベットを選択します。

第１階層に取り込む場合は（主項目）

設定が終わったら第１階層に取込みたい行をダブルクリックします。❾

取込むシート選択
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選択した行が取り込まれます。　同じ要領で別の行の第１階層を取込みます。
（閉じる場合は、エクセル画面の右上の　 ボタンをクリックします。）

第１階層だけ取り込んだ後、第２階層を取込みます。下部の主項目部分を取り込ん
だ第１階層の項目名を選択します。

●10（10（

●1111
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右上の閉じるボタンで閉じます。

キッチン改修工事の下の階層に取込みたい行をダブルクリックします。●1212

●1313
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上のタブのキッチン改修工事の第２階層に取り込んだ内容が入っています。

同じ要領で全てを取込み、保存します。　　　　
続いて取引先入力をします。（次のページ）

●1414

●1515

見積単価（顧客請求額）などの詳細入力は P28 へ。

展開している状態
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取引先（発注先）を入力します。表示切替で不要な表示のチェックを外すことで、
画面を見やすくできます。❶

❷

　取引先設定

ここでは数量（材料）・単位（材料）を非表示にします。表示切替の説明は P6 へ。

取引先（発注先）を入力する際は、「取引会社」欄の下記のアイコンを選択します。
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❸ 取引先を入力できる箇所が表示されます。（業者名という箇所）

複数登録する場合はオレンジのプラスボタンで増やせます。

❹ 業者名をクリックします。　メニュー＞設定＞取引先に設定している業者が一覧で
表示されますので、選択してください。
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業者の入力が終わったら、保存しておきます。都度保存はするようにしてください。

❹

❺

取引先（発注先）の業者名は工種を設定することで、いち早く見つけることがで
きます。（メニュー＞設定＞取引先＞工種）

メニュー＞設定＞取引先＞工種の
箇所に、「仮設工事」設定をすると「当
項目の専門業者」として、会社名の
候補が上位に表示されます。
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❻ 第１階層で業者を設定した場合は、第２階層の内容も全て第１階層の業者へ発注す
る、ということになります。

第１階層は必ず数量を１式としてください。（子項目がある場合）
子項目がある場合、下の階層の合計を第１階層で自動集計します。
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❼ 第２階層の項目をそれぞれの業者へ発注する場合は、第１階層に業者名を入れずに
各項目に業者名を設定します。
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全ての取引先（発注先）を入力し終わったら、保存します。入力中も頻繁に保存し
てください。● ８ ８
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　原価から見積額（客出し金額）を自動計算

メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算をクリックします。

一覧が表示されます。編集する案件の見積詳細を選択します。

❶

❷
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作成済みの案件が開きます。❸

原価から見積額を算出したい項目の右へスライドします。　または右上の表示項目
のチェックを見やすくします。❹
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原価が入力されており、見積額が未入力の箇所に自動で入力するため、粗利という箇所
にチェックを入れます。❺

粗利が選択された状態になりました。

粗利率を入力します。
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原価から見積額が算出されました。❼

原価が入力されており、見積額が未入力の見積単価を、一気に入力する場合は、
右上の利益率の箇所に入力します。❽
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原価に対して、入力した利益率で自動計算された見積単価が自動入力されます。
数量が入っていない場合、見積金額は見積単価になります。また、原価が０円の
項目は今まで入っていた見積単価は消えますのでご注意ください。

❾

一括で見積単価を自動入力した後に、個別で率を変更することも出来ます。●1010
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見積額を直接入力することも出来ます。　見積単価にチェックし金額を入力します。

終わったら必ず保存をします。　保存ボタンがクルクル回り終わってから画面を
離れてください。

●1111

●1212

自動で率が変わります。
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　顧客名と工事名を登録する

メニュー＞顧客で、顧客を新規登録します。❶

❷

契約内容により（プロジェクト一覧）または（工事一覧）になります。

メニュー＞工事＞工事一覧（またはプロジェクト一覧）で工事案件を登録します。　
（工事一覧とプロジェクト一覧のどちらを利用するかは、契約内容によって異なり
ます。）
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顧客と工事の登録が終了したら、これらを実行予算に紐付ける事が出来ます。
メニュー＞見積＞実行予算で一覧を開きます。❸

顧客と工事を登録する案件を一覧からクリックします。❹

画面左上の「顧客」欄をダブルクリックします。ダブルクリックすると「顧客」
欄の入力枠が赤色から黒色に変わります。

❺
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顧客名を入力できるようになります。何文字か入力すると顧客の候補が表示される
ので、必ず候補の中から顧客を選択してください。

保存します。　保存ボタンがクルクル回り終わってから画面を離れてください。

❻

❼

注意：候補から選択する。
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同じ画面の右上の「工事名」をダブルクリックします。工事名を数文字入力すると
工事の候補が表示されるので、候補の中から選択します。❽

❾ 保存します。　保存ボタンがクルクル回り終わってから画面を離れてください。

注意：候補から選択する。
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　編集権限を別の人に渡す

実行予算の一覧が開きます。　この実行予算に参加する人を選択します。アイコ
ンをクリックします。

❶

❷

メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算をクリックします。

①作成者、②参加者（閲覧・編集）、③編集
者などの権限があります。削除できるのは①
作成者のみです。編集も①作成者のみですが、
権利を渡すことが出来ます。
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アイコンをクリックすると参加者を設定する画面になります。　担当者選択をク
リックします。❸

登録する人をクリックします。❹
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編集権限を渡したい人に「操作権限」欄にチェックを入れます。

❺

❻

登録されます。　　複数人登録する場合でも、一人ずつの登録になります。

チェックを入れると操作権限を与えた状態になります。

権限設定が終わったら、右上の閉じるボタンで参加者設定画面を閉じます。
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画面が一覧に戻ります。　つづいて見積担当の箇所を変更します。　　左のマー
クをクリックして担当者の変更をします。❼

担当者の選択画面が表示されるので、編集権限を与える方を選択してください。❽

変更されました。
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❾ 編集権限を別の人に付与した場合、実行予算の画面は下図のように背景が赤色にな
り、編集出来なくなります。

参加者設定（実行予算一覧の　　　 アイコン）で権限を設定した場合、
追加のみ登録することができます。

補足
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保存します。

※既存データの編集はできません。既存データの編集も全て権限を渡したい場合は、
一覧の見積担当も変えます。
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　テンプレート保存

実行予算の一覧が開きます。　テンプレートとして保存したい案件の詳細をク
リックします。

❶

❷

メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算をクリックします。
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詳細が開きます。内容を確認して問題がなければ右上の保存ボタンをクリックし
ます。❸

名称を入力して OK をクリックします。❹
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テンプレートの一覧が表示されます。詳細を確認します。

❹

❺

保存されたか確認します。メニューから見積のアイコンを選択し、見積テンプレー
トをクリックします。
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詳細が開きます。修正する場合は直接編集します。❻

右クリックで子項目追加や削除等もできます。❼
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❽

❾

編集等が済んだら右上の保存ボタンで保存します。

登録したばかりのテンプレートで新規の実行予算を作成してみます。実行予算を開きま
す。
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実行予算一覧から新規ボタンをクリックします。

見積名を入力し、テンプレートから先ほど作ったテンプレートを呼び出します。

●1010

●1111
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詳細を開きます。

取引先や原価、単価など取り込まれていることが分かります。

●1212

●1313
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取引先と原価は選択します。　左上の赤いタブをクリックし鮮やかな赤色になると
テンプレートで選択していた業者にチェックが入ります。●1414

テンプレートで選択していた業者にチェックが入りその業者へ発注予定となります。
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　発注先のパターンの複製を作る（発注先コピー）

実行予算の一覧が開きます。　複製（発注先コピー）したい実行予算の案件の詳
細をクリックします。

❶

❷

メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算をクリックします。
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詳細が開きます。左上あたりの青いタブをクリックします。❸

赤いタブが追加されます。❹
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取引先の選択以外は全て１も２も同じものになりますので、取引先の選択を変え
たり、違う業者を追加したりなどの変更をします。

❺

❻

新しくできた赤いタブをクリックします。
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2 に業者を追加すると、１にも同じように追加されますが、選択しているのは、
別の会社ということになります。❼
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■　削除

削除できる人は、作成者のみです。　一覧を開きます。❶

作成者は左上部の丸水色アイコンで確認できます。❷

削除したい実行予算がある場合は作成者へ削除依頼してください。
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削除するには左端のチェックを入れ、右上の　　 をクリックします。❸

① ②


